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１．組織の概要  

 

（１） 事業所名･代表者及び設立年月日  

・株式会社 クリーンサービス・イバラ 

  ・代表取締役 乘藤 昭範 

・設立：１９８０年 ５月１４日 

 

 

（２）所在地  

〒715‐0017 

岡山県井原市下稲木町１７６２番地２  

TEL：0866‐67‐1721   

FAX：0866‐67‐1724 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）認証・登録の対象 

対象事業所：本社 積替保管施設 

 

 

（４）事業内容  

・一般廃棄物収集運搬 

・産業廃棄物収集運搬 

・浄化槽保守点検業 

・下水処理場維持管理業務 

・し尿処理場維持管理業務 
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（５）事業の規模  

・資本金     ：６,１００万円  

・社員数     ：６４名         

・売上高    ：売上高区分B：10億円未満 （２０２4年度） 

   ・敷地面積    

本社     ：5,538㎡ 

    積替保管施設 ：766㎡ 

 

 

・受託した廃棄物の処理量           (２０２４年６月～２０2５年５月) 

 

処分方法 区分 数量（ｔ） 

収集運搬 

一般廃棄物 

（一般ごみ、し尿汲取り、浄化槽汚泥を含む） 
14,630.48 

産業廃棄物 

（脱水汚泥、廃プラスチックを含む） 
1,306.59 

 

 

（６）施設等の状況  

・収集運搬車両・その他社用車の種類と台数   

自動車の種別 ・ 車体の形状 台数 

普 通  ・ 塵 芥 車  ７台     

普 通  ・ 糞 尿 車 1１台     

   小 型  ・ キャブオーバー １台     

   普 通  ・ キャブオーバー １台     

   軽自動車 ・ キャブオーバー 1台     

  小 型 ・ ダ ン プ 1台     

  普 通 ・ ダ ン プ 1台     

 軽自動車 ・ ダ ン プ 2台     

 軽自動車 ・ バ   ン 11台     

普通   ・ 脱着装置付コンテナ専用車 1台     

軽自動車 ・ 脱着装置付コンテナ専用車 １台     

営業用普通車 2台     

フォークリフト １台     

・積替保管施設 

所在地  ：岡山県井原市七日市町４０１２番地１６    

敷地面積 ：７６６㎡ 

保管可能容量 ：１６６㎥（し尿・浄化槽汚泥） 
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（７）許可内容 

・一般廃棄物収集運搬許可内容 

許可 許可番号 事業範囲 許可期間 

井   

原 

市 

第２号 

許可の種類：一般廃棄物収集運搬（ごみ処理・し尿処理） 

積 替 保 管：有 

許 可 区 域：井原市全域 

※ただし、し尿(一般汚泥を含む)は美星町を除く地区 

令和 ６年 ４月 １日から 

令和 ８年 ３月３１日まで 

里 

庄 

町  

第２１号 

許 可 の 種 類：一般廃棄物収集運搬 

取扱一般廃棄物の種類：浄化槽汚泥 

許 可 区 域：里庄町内全域 

令和 7 年 ４月 １日から 

令和 9 年 ３月３１日まで 

 

・産業廃棄物収集運搬許可内容 

許可 許可番号 事業範囲 許可期間 

岡 

山 

県 

第

03304043896

号 

 

積替え又は保管の有無：無 

 

産業廃棄物の種類： 

燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、

繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、がれき類、

ばいじん、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 

 

令和 ３年１１月１４日から 

令和 ８年１１月１３日まで 

広 

島 

県 

第

03400043896

号 

積替え又は保管の有無：無 

 

産業廃棄物の種類： 

汚泥、廃プラスチック類、 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

令和 6 年 ９月１６日から 

令和 11 年 ９月１５日まで 

 

・浄化槽保守点検業登録内容 

登録 登録番号 営業区域 許可期間 

岡 

山 

県 

第１０－２号 
井原市（旧美星町を除く） 

里庄町 

令和 7 年 ４月 １日から 

令和 10 年 ３月３１日まで 

 

・浄化槽清掃業許可内容 

許可 許可番号 事業範囲 許可期間 

井   

原 

市 

第２号 

許 可 の 種 類：浄化槽清掃業 

積 替 保 管：有 

許 可 区 域：井原市全域 

令和 ６年 ４月 １日から 

令和 ８年 ３月３１日まで 

里 

庄 

町  

第７号 
許 可 の 種 類：浄化槽清掃業 

許 可 区 域：里庄町内全域 
令和 7 年 ４月 １日から 

令和 9 年 ３月３１日まで 
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２．環境マネジメントシステムの組織体制 

（１）環境経営組織図及びエコアクション２１の役割・責任・権限表 

代表者    

代表取締役 乘藤昭範    

      

環境管理責任者   
EA21 事務局 

中原僚佑  

      

EA21 推進委員 
  

EA21 推進委員会  

    

全従業員    

 

 役割・責任・権限 

代表者 ✓ 環境経営に関する統括責任 

✓ 経営における課題とチャンスの取りまとめ 

✓ 環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知 

✓ 実施体制の構築（環境管理責任者の任命） 

✓ 代表者による全体の評価と見直し・指示 

✓ 環境経営システムの構築・実施及び管理に必要な資源（人、設備、費用、時間）の準備 

✓ 環境経営目標及び環境経営計画の承認 

✓ 環境経営レポートの承認 

環境管理責任者 ✓ システムの総責任者としての役割、権限を持つ 

✓ 全体計画の立案 

✓ 環境経営システムの構築・実施・管理の継続的改善 

✓ システムの実績を代表者に報告 

✓ 環境経営目標及び環境経営計画の策定 

✓ 教育・訓練計画の策定と実施（緊急対応訓練・テストを含む） 

✓ 環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

✓ 利害関係者からの苦情、要望等の処理と連絡 

EA21事務局 ✓ 環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局 

✓ 環境経営目標、環境経営計画の実績集計 

✓ 環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況の確認 

✓ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

✓ 環境関連文書及び記録の作成と管理 

✓ 環境経営レポートの作成 

✓ システム運用上の事務管理 

✓ （環境経営マニュアルの作成） 

EA21推進委員 ✓ 環境経営システムの実施 

✓ 環境経営方針の周知 

✓ 従業員に対する教育・訓練の実施 

✓ 環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

✓ 環境経営目標及び実施事項に対する問題点の発見、是正、予防処置の実施 

✓ 特定された項目の手順書作成及び運用管理 

✓ 特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練を実施、記録の作成 

✓ EA21 推進委員会に出席 

EA21推進委員会 ✓ 環境経営目標及び環境経営計画の結果確認、評価、見直し 

✓ 環境に対する小集団活動のとりまとめ 

全従業員 ✓ 環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

✓ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

改定日：２０２４年４月30日            
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3．環境経営方針 

 

＜環境経営理念＞ 

株式会社クリーンサービス・イバラでは、一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、

浄化槽保守点検業を営む企業として、さまざまなニーズに順応した質の高いサービスを提供

し、その企業活動を通じ、従業員全員で環境負荷の低減に取り組み、環境保全の継続的改善・

向上の実現に貢献します。 

 

＜環境経営方針＞  

環境経営理念に基づき、経済動向を踏まえながら環境負荷の低減に努めてまいります。  

 

（１）環境保全  

全従業員は以下を重点項目として掲げ環境保全に努めます。  

① 電力使用量を削減します。  

② 軽油及びガソリン使用量を削減します。 

③ 受託した産業廃棄物の処理量を適正に管理します。 

④ 自社の廃棄物を適正に管理します。  

⑤ 上水使用量を適正に管理します。  

⑥ 化学物質使用量を適正に管理します。 

⑦ 地域のボランティア活動に積極的に参加します。  

 

（２）法律遵守  

環境関連の法規制の遵守、当社の企業活動に関係する全ての国、都道府県市町村等の環境関

連の条例規則を遵守し、環境の保全に努めます。  

 

（３）啓発活動の推進  

当社全従業員ひとりひとりが環境問題に対する意識が高まるよう、啓発活動を行い、 

この環境経営方針の達成に努めます。 

 

（４）環境経営レポートの公表 

環境への取組について、環境経営レポートを作成し、公表します。 

 

 

２０２０年 ６月 １日 改定  

株式会社 クリーンサービス・イバラ  

                                   代 表 取 締 役   乘 藤  昭 範  
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4．環境経営目標 

環境への負荷 単位 

基準となる数値 

（過去 3 カ年実績の

平均） 

毎年の目標 

目標値 

2024 年度 2025 年度 2026 年度 

二酸化炭素排出量 

電力使用によるもの 

kg-CO2 18,779.02 

１％減 

18,591.23 18,403.44 18,215.65 

kWh 35,035.48 34,685.13 34,334.77 33,984.42 

軽油使用によるもの 

kg-CO2 173,688.01 

１％減 

171,951.13 170,214.25 168,477.37 

L 66,183.50 65,521.67 64,859.83 64,198.00 

ガソリン使用によるもの 

kg-CO2 24,876.84 

１％減 

24,628.07 24,379.31 24,130.54 

L 10,715.11 10,607.96 10,500.81 10,393.66 

LPG 使用によるもの 

kg-CO2 417.93 

１％減 

413.75 409.57 405.39 

kg 139.22 137.83 136.44 135.04 

二酸化炭素 合計 kg-CO2 217,761.80 １％減 215,584.18 213,406.57 211,228.95 

廃棄物排出量 ｔ 0.34 １％減 0.34 0.33 0.33 

水使用量 ㎥ 459.75 １％減 455.15 450.56 445.96 

受託した産業廃棄物収集運搬における環境配慮 ― 数値目標は設定せず、目標達成手段を定める 

地域のボランティア活動への参加 都度目標参加回数を検討 
年３回以上の 

参加 

年３回以上の 

参加 

年３回以上の 

参加 

※購入電力の排出係数：2021 年度実績 中国電力 調整後排出係数 0.536（kg-CO2/kWh）を使用 

目標値：現状の業務量に合わせた削減目標を設定するため、過去３年度分（202１年度～202３年

度）の実績を集計したデータをもとに実績平均を算出し、その平均値から１％削減した数値を次年度

の目標値とし、中・長期目標も引続き、毎年１％ずつの削減目標に取り決めた。 

※化学物質使用量の削減は環境目標に設定しない。 

理由：化学物質使用量については、浄化槽維持管理業務に必要な物質を使用しているが、 

PRTR 制度対象物質ではないため、現状維持とする。 

２０５０年カーボンニュートラルに向けて 

当社が行う事業の中では廃棄物収集による環境負荷が高く、パッカー車の二酸化炭素排出量を

削減する必要がある。 

そのため、二酸化炭素排出量を抑える、または排出しないパッカー車の導入、また新たな廃棄

物収集方法を当社に合った形で導入し、パッカー車の使用方法などを見直すことでカーボンニ

ュートラルの実現を目指していく。 
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5．環境経営目標の実績 

環境への負荷 単位 

2024 年度 

目標値 

2024 年度 

実績 

達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

二酸化炭素排出量 

電力使用によるもの 

kg-CO2 18,591.23 18,696.03 

99％ 

kWh 34,685.13 34,880.65 

軽油使用によるもの 

kg-CO2 171,951.13 171,032.49 

101％ 

L  65,521.67 65,171.62 

ガソリン使用によるもの 

kg-CO2 24,628.07 30,713.87 

75％ 

L  10,607.96 13,229.27 

LPG 使用によるもの 

kg-CO2 413.75 556.39 

66％ 

kg 137.83 185.34 

二酸化炭素 合計 kg-CO2 215,584.18 220,998.78 97％ 

廃棄物排出量 ｔ 0.34 0.32 103％ 

水使用量 ㎥ 455.15 706.60 45％ 

受託した産業廃棄物収集運搬における環境配慮 - 計画通り達成 

地域のボランティア活動への参加 年３回以上の参加 年間 9 回参加 達成 

※購入電力の排出係数：2021 年度実績 中国電力 調整後排出係数 0.536（kg-CO2/kWh）を使用 
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□二酸化炭素排出量について 

今年度の目標を達成することはできなかった。 

二酸化炭素排出量のグラフから、2024年度は 2023年度に比べて 1.9％増加していること

が分かる。 

主なエネルギーごとの使用量の増減は以下のとおり。 

・電力：1.1％増加 

・軽油：2.2％減少 

・ガソリン：34.0％増加 

 

 

 

  

※購入電力の排出係数 

2021年度は 2013年中国電力実排出係数 0.719（kg-CO2/kWh）を使用 

2022～2024年度は 2021年度実績 中国電力 調整後排出係数 0.536(kg-CO2/kWh)を

使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

25,782.76 18,619.46 18,497.04 18,696.03 

170,437.13 175,710.93 174,915.96 171,032.49 

22,557.25 29,150.23 22,923.05 30,713.87 

445.11 360.88 447.79 556.39 

219,222.25 223,841.50 216,783.84 220,998.78 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（kg-CO₂） 二酸化炭素排出量

LPG

ガソリン

軽油

電力
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□電力使用量について 

 

  

   

2024年度の電力使用量は、目標には届かなかった。 

使用電圧別に比較すると、100Vの使用量は前年から減少し、200Vの使用量は増加した。た

だし、200V の増加幅は大きくはなく、急激な伸びではない。 

今後も引き続き、節電対策および節電啓発を実施しながら、使用状況の推移を注視していく。 

 

  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

（kWh） 電力使用量

2021年度

2022年度

2023年度

2024年度

目標値

23,717.90 
22,761.30 23,063.50 22,796.15 

12,141.30 
11,976.50 11,445.90 12,084.50 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（kWh）
電圧ごとの電力使用量

100V

200V
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□燃料使用量について 

  

2024年度のガソリン使用量は、2023年度と比較して全ての月で増加した。 

これは、2024年度においてガソリン使用車の稼働が増加したことが主な要因であり、それに

伴いガソリン使用量が前年を上回る結果となった。 

 

  

2024年度の軽油使用量は、目標を達成した。 

これは、同年度においてガソリン使用車の利用が増加し、その影響で軽油使用車の稼働が減少

したことにより、2023年度と比較して軽油の使用量が減少したものである。 

次年度においても、ガソリン使用量および軽油使用量の推移を注視し、適切なエネルギー管理

に努めていく。  

0
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0
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□上水使用量について 

 

  

2024年度は、2023年度と比較して 7月、11月、12月、3月、4月、5月において上水

の使用量が増加している。 

これは、昨年度に引き続き井戸水の枯渇が発生し、洗車等における上水の使用が増加したこと

が主な要因である。 

次年度においても、節水を継続しながら、使用状況の推移を注視していく。
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6．環境経営計画および取り組みの評価、次年度の取り組み内容 

取組結果：〇（100％実施） △（80％以上～100％未満実施） ×（80％未満実施） 

環境経営計画 取組結果 評価と次年度の取り組み内容 

電力使用量の削減 

節電啓発（ポスター、表示など） 〇 目標には届かなかったものの、目標値に近い水準で推移した。 

節電啓発や設備点検などの取り組みは計画通り実施できている。 

次年度も社員の健康を最優先に、状況に応じた節電対策と啓発活動を

継続し、更なる使用量の削減を目指す。 

空調設備の点検 〇 

夜間、休日における機器類の電源ON/OFF確認 〇 

電力使用量をグラフで可視化 〇 

退室時などの消灯確認 〇 

朝礼、月末ミーティング時の啓発 〇 

軽油、ガソリン使用量の削減 

自動車燃料削減啓発、呼びかけ 〇 軽油の使用量は目標を達成したが、ガソリンの削減は未達成であっ

た。 

ガソリン使用量の増加傾向に注視し、引き続き削減に向けた意識啓発

や作業方法の改善に取り組む。 

車輌点検票による車輌点検 〇 

アイドリングストップ実施の啓発 〇 

作業時間の短縮 ○ 

交通安全教育の実施 〇 

軽油、ガソリン使用量をグラフで可視化 〇 

朝礼、月末ミーティング時の啓発 〇 

LPG使用量の削減 

削減啓発、呼びかけ（ポスター、表示など） 〇 
従業員が増えたことによる利用増加や電気ポットの故障による LPG

使用増加があり、目標達成はできなかった。 

今後も節約意識の向上を図り、啓発活動を強化して使用量削減に取り

組む。 
LPG使用量をグラフで可視化 〇 

廃棄物量の削減 

ミスコピーの防止（設定確認、プレビューの使用） 〇 目標を達成し、印刷設定の見直しや文書電子化といった対策が効果を

上げている。 

これらの取り組みを継続し、さらなる廃棄物削減を推進する。 

 

両面印刷、集約印刷の徹底 〇 

文書の電子化、資料のペーパーレス化 〇 

分別によるリサイクル実施 〇 

使い捨て製品（紙コップ、割りばし、使い捨て容器な

ど）の使用や購入抑制 
〇 

廃棄物排出量をグラフで可視化 〇 
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環境経営計画 取組結果 評価と次年度の取り組み内容 

上水使用量の削減 

節水啓発（ポスター、表示など） 〇 今年度の上水使用量は目標を達成できなかった。 

これは頻繁な井戸水の枯渇により、洗車時の上水使用量が増加したこ

とが主な要因である。 

引き続き節水対策、節水啓発を行い、上水使用量の推移を見守ってい

く。 

社用車洗車時の節水敢行 △ 

洗濯物はできる限りまとめて実施 〇 

井戸ポンプ外観点検 〇 

中継槽水道配管凍結確認 〇 

上水使用量をグラフで可視化 〇 

受託した産業廃棄物収集運搬における環境配慮 

作業時間の短縮や待機時間、走行距離の短縮化を図る 

〇 

作業時間短縮、待機時間の削減、走行距離の最適化など環境負荷低減

に向けた取り組みを着実に実施した。 

今後も排出事業者や処理施設の状況把握を徹底し、適正な収集運搬計

画を立てる。 

排出事業者の排出状況や運搬先の処理施設等の状況を把

握し、適切な収集運搬計画を立てる 
〇 

地域のボランティア活動等参加 

出前環境学習による環境改善啓蒙活動 ごみの環境学習 〇 

今年度は、ごみの環境学習を３校、水の環境学習を３校、計６回実施す

ることができた。 

アッケシソウの草刈り作業においては、当日の作業負担軽減を目的に、

2～3 日前から事前草刈りを 3 回実施した。 

今後もボランティア活動を継続的に推進し、地域環境の保全に貢献し

ていく。 

出前環境学習による環境改善啓蒙活動 水の環境学習 〇 

小田川クリーン作戦 〇 

アッケシソウ自生地草刈作業等への参加 〇 
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7．地域のボランティア等参加状況 

■井原 de eco る課によるごみの環境学習を実施しました。 

実施日 実施校 実施日 実施校 

２０２4 年 6 月 21 日 高屋小学校 ２０２5 年 5 月 22 日 井原小学校 

 ２０２5 年５月 2８日 芳井小学校 

 

 

小学 4年生を対象にごみの環境学習を実施しました。 

家庭ごみの処理の流れや年間のごみの量、ごみを減らす方法について学び、 

グループで実際に家庭ごみを「可燃ごみ」「不燃ごみ」「資源ごみ」に分別する体験を行いました。 

 

 
 

  

ごみの積込作業体験の様子です。 
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■井原 de eco る課による水の環境学習を実施しました。 

実施日 実施校 実施日 実施校 

２０２4 年 6 月 3 日 大江小学校 ２０２4 年 7 月 2 日 井原小学校 

 ２０２4 年 7 月 4 日 高屋小学校 

 

小学４年生を対象に、水の環境学習を実施しました。 

私たちが使っている水が、どこで飲み水となり、生活の中でどのように、どれだけ使用されて

いるかを学んでいます。 

 

 

 

 

実際の水の循環をリアルに再現したジオラマを使い、水の循環について学んでいます。 
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■アッケシソウを守る会主催の草刈作業に参加しました 

 

実施日時：２０２4年６月２9日、9月 7日、２０２5年５月１0日 

場  所：浅口市寄島町アッケシソウ自生地 

実施内容：アッケシソウ自生地内草刈作業 

※グループ会社の 有限会社浅口清掃センターと連携 

※当日の作業負担の軽減を目的に、数日前より事前の草刈り作業も実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アッケシソウは北半球の塩湿地に広く分布し、国内では北海道（現存）、瀬戸内

海沿岸のごく一部、香川県（現存）徳島県（絶滅）、愛媛県（現存）と岡山県の

みに分布が知られています。 

これらの中で、寄島干拓のアッケシソウは本州唯一の自生地であり、極めて貴

重な存在です。 

浅口市寄島町アッケシソウを守る会の皆さんと協力し、9月から 10月には深

紅に紅葉できるよう保全活動に努めています。 
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8．環境関連法規等の遵守状況、評価並びに違反、訴訟等の有無 

 

該当する設備・項目 法規・関連条例等による規制 該当する要求事項 

・一般廃棄物収集運搬業 廃棄物処理法 第７条 ・許可証の確認 

・産業廃棄物収集運搬業 

岡山県（燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木

くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、がれき

類、ばいじん、ガラスくず、コンクリートくず、陶磁器くず） 

広島県（汚泥、廃プラスチック類、ガラスくず、コンクリート

くず及び陶磁器くず） 

廃棄物処理法 第１４条 

施行令 第６条の２ 

・許可証の確認 

・他社排出の産業廃棄物 

収集運搬を受託するとき 

廃棄物処理法 第１２条 

規則８条の１９～３８ 

・排出事業者との契約書の確認 

・排出事業者からマニフェストの受取

り・確認 

・運搬車輌への表示義務 

マニフェストの携行、許可証（写し）

の携行 

・B１、C２票の保管（５年間） 

・排出事業者へ B２票の送付 

・当社排出の産業廃棄物 

処分先への運搬方法・収集運搬業者へ依頼 

廃棄物処理法 第１２条 

規則８条の１９～３８ 

・収集運搬業者、処分業者それぞれの

契約書・許可証（写し）の確認 

・マニフェストの交付 

・A、B1、B２、D、E票の保管（５

年間） 

B２票、D 票が９０日、E 票が１８０

日以内に送付されない場合は３０日以

内の知事への報告 

廃棄物処理法 規則８条の２７ ・産業廃棄物管理票交付等状況報告書

の提出 

・当社排出の産業廃棄物 

処分先への運搬方法・自社搬入 

廃棄物処理法 第１２条 

規則８条の１９～３８ 

・処分業者との契約書・処分先の許可

証（写し）確認 

・自社による運搬時の表示、マニフェ

ストの携行、自社による 

・マニフェスト交付 

・A、B1、B２、D、E票の保管（５

年間） 

D 票が９０日、E 票が１８０日以内に

送付されない場合は３０日以内の知事

への報告 

廃棄物処理法 規則８条の２７ ・産業廃棄物管理票交付等状況報告書

の提出 
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該当する設備・項目 法規・関連条例等による規制 該当する要求事項 

・産業廃棄物収集運搬 廃棄物処理法 第１２条の５ 電子マニフェストの管理 

・当社所有の自動車 使用済自動車の再資源化等に 

関する法律 第８条 
・自動車の廃棄・使用済自動車の引渡業

務 

・当社敷地内の合併処理浄化槽 浄化槽法 第５条 ・設置または変更の届出 

浄化槽法 第８条～第１０条 ・検査結果書の確認 

浄化槽法 第１１条 ・浄化槽法定検査結果確認 

・浄化槽保守点検業 浄化槽法 第４５条 

     第４８条 

・登録証の確認 

・浄化槽管理士免状の確認 

・浄化槽清掃業 浄化槽法 第３５条 ・許可証の確認 

・当社所有の事務用空調機器 

フロン排出抑制法 

・事務用空調機器の廃棄・修理・整備時、

フロン回収業者への引渡義務 

・引取証明書の写しの交付 

・自社による簡易点検の実施 

・全事業活動 井原市環境基本条例 第６条 ・条例内容の周知 

・当社から排出されるプラスチック類 プラスチック資源循環促進法 ・プラスチック類の排出抑制の周知 

・当社から排出される家電 家電リサイクル法 ・特定家庭用機器の適正な排出 

・当社から排出される CO2 地球温暖化対策推進法 ・温室効果ガスの排出量の確認 

 

■環境関連法規の遵守状況 

２０２５年６月 2日環境関連法規の遵守状況を確認した結果、遵守されております。 

 

■違反、訴訟などの有無 

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より、違反等の指摘は過去 10年間ありま

せん。 

 

■外部からの苦情などの受付状況及び対応結果 

2024年 6月 1日から２０２5年５月３１日の間、外部からの苦情等はありませんでした。 
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9．代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

エコアクション２１ 

取組み全体評価 

環境経営計画 継続して活動に取り組むこと 

環境経営目標 継続して活動に取り組むこと 

環境関連法規の遵守状況 遵守されています 

エコアクション２１ 

取組みの見直しの結果 

環境経営方針の変更の必要       （ 有 ・ ○無  ） 

環境経営目標変更の必要        （ 有 ・ ○無  ） 

環境経営計画変更の必要        （ 有 ・ ○無  ） 

実施体制変更の必要          （ 有 ・ ○無  ） 

環境経営システムの変更の必要     （ 有 ・ ○無  ） 

総括 

本年度は従業員の増加と業務内容の変化が進む中でも、環境へ

の取り組みを継続し、全社の環境意識の向上が改めて図られ

た。 

 

一方で、ガソリン車の稼働が増えたことで、CO2排出削減目標

は達成できなかった。また、水使用量も大きく増加したが、こ

れは昨年度に続き井戸水の枯渇が発生し、洗車に上水を使用せ

ざるを得なかったことが主因である。 

 

今後は、作業方法の改善による燃料の効率的利用や、まとめ洗

車の推進による時間短縮と節水に努める。さらに、猛暑への備

えとして熱中症対策を強化しつつ、ウェアラブル冷却機器の活

用や遮熱対策などを組み合わせ、CO₂排出への影響を抑える。

安全確保と環境負荷低減を両立し、全社一丸でより良い環境経

営の実現を目指す。 

２０２5年 6月 30日作成 代表取締役 乘藤 昭範   

 


